
約 81億円 ※工期約3年

不通区間の運行形態

本数 3  往復

駅 8 駅

所要時間 44 分

営業収益 0.05
運賃収入 0.05

その他の収入 0

営業費 3.35
列車運行にかかる経費（運営費） 2.80

乗務員にかかる経費 0.46

車両の保守にかかる経費 0.25

線路の保守にかかる経費 1.72

信号・電気の保守にかかる経費 0.38

駅業務にかかる経費 0

その他の経費 0.55

固定資産税 0.12

減価償却費 0.42

営業損益 ▲3.29
営業費/営業収益 67.0

不通区間の収支（2009年度）

土木構造物

鉄道線路、信号機

復旧費の更なる負担

＋
運営費の負担

復旧費

第5只見川橋りょう 第6只見川橋りょう

第7只見川橋りょう 第8只見川橋りょう

（単位：億円）

不通区間のご利用状況（平均通過人員）
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約1/5に減少

（単位：人/日）

「鉄道施設経費の例」

※これまで復旧工事及び流出した橋桁の撤去工事に
投じた費用は約28億円

駅設備

除雪

運営費（2009年度）

運行経費 0.46 億円/年

計 2.80 億円/年

※設備強化等で資本的支出
を行った場合は、別途費用
が発生することがある

車両経費 0.25 億円/年

鉄道施設経費 2.10 億円/年

乗務員

「運行経費の例」 「車両経費の例」

貸与※

車両運行

土地鉄道施設

地元

JR東日本

※実質無償での貸与

メンテ
委託

上下分離方式の例

鉄道復旧のためには、

「上下分離方式」も含めた
負担のあり方の検討が必要

鉄道車両

鉄道復旧について



※バス転換とした場合の地域振興策（検討イメージ）

ＪＲ東日本の責任において
運行を確保

運行
形態

本数 6.5 往復

停留所 11 停留所＋α

所要
時間 50 分

（継続する取り組み）イベント列車の運行や旅行商品の設定等

バス転換について

※地元がDMO（観光地域づくり推進法人）を組織する場合は、当社も交通事業者として協力を検討

会津川口駅
フリー乗降区間

小出駅

会津若松駅

至 新白河

鉄道・バスの乗り継ぎ円滑化
（ホーム上での乗り換え）

只見町ブナセンター

只見駅

大塩天然炭酸水井戸

会津田島駅

スマートフォンや駅設置ディスプレイ
によりバスの運行情報を表示

周遊バス（沿線の観光スポットを周遊）

路線の延伸
・デマンド型交通
との連携

会津柳津駅

磐越西線
のってたのしい列車

道の駅
奥会津かねやま

鉄道・バスの乗り継ぎ円滑化
（屋根付きバスターミナル）

季の郷 湯ら里田子倉レイクビュー

鶴ヶ城

大内宿

古民家を活用した宿泊施設
やサテライトオフィス

道の駅と連携した
観光＋地域交流拠点

バス停の増設

（一部区間只見線乗車も検討）

路線の延伸
・デマンド型交通
との連携

福満虚空藏菩薩圓藏寺

※復旧費・運営費の一部を鉄道とバス等との連携強化、観光誘客、滞在施設（観光、ビジネス）、交流施設（観光客、住民）などに投じた例

運行形態

収入 約 0.03 億円/年

運営費 約 0.53 億円/年

収支（2015年度）



①鉄道とバス等との連携強化イメージ【只見駅】

只見駅
ホームに近接して屋根
付バスターミナルを整備

屋根付バスターミナル

バス転換とした場合の地域振興策（検討イメージ）



②鉄道とバス等との連携強化イメージ【会津川口駅】

会津川口駅
同一ホームでの乗継に
より、利便性を向上

ホーム延伸

バスターミナル整備

（鉄道 ⇒ バス） 乗換イメージ

ホーム端にバス停車



③フリー乗降区間とバス停の増設について

【フリー乗降】
区間内であれば停留所以外の場所でも自由に乗り降り可能

【バス停増設】地元のご要望に応じて増設も可能

（現在は、３箇所のバス停を増設）



凡
例 町役場（支所・振興センター）
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④路線バスルート検討イメージ
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地元のご要望により現在の代行バスルートの路線延伸やフリー乗降、
バス停増設等の検討が可能（地元デマンド型交通等との連携についても
ご意見をお聞きしながら検討）
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⑤鉄道とバス等との連携強化イメージ【運行情報表示】

・ディスプレイやスマートフォンを活用し、リアルタイムに運行情報等の表示

○ 駅ディスプレイ ○ スマートフォン

○ 車内ディスプレイ
●地域ニュース表示の例●料金・停留所表示の例



大塩天然炭酸水井戸

①奥会津の歴史と自然に触れるコース（ターゲットは「大人の休日倶楽部世代」）

「1日目」の主な行程
新白河駅 → 大内宿（昼食） → 会津柳津駅
会津若松駅 → 鶴ヶ城（昼食） → 会津柳津駅 → 只見線乗車 → 会津中川駅
→ 道の駅奥会津かねやま → 小栗山温泉、玉梨温泉等

「2日目」の主な行程
小栗山温泉、玉梨温泉等 → 河井継之助記念館 →お食事（そば）
→ 叶津番所 → 三石神社 → 只見駅

②奥会津の自然を体験するコース（ターゲットは「家族連れ」）

「1日目」の主な行程
会津田島駅 → 恵みの森 → 森林の分校・ふざわ（昼食）→ 農業体験
→ 季の郷湯ら里

「2日目」の主な行程
季の郷湯ら里 → 大塩天然炭酸水井戸 → お食事（ケバブ）
→ 田子倉レイクビュー → 只見駅

※あくまでコースイメージであり、詳細な内容は別途検討

①

⑥観光誘客イメージ 【周遊バス コース例】

新白河駅より

会津田島駅より

沿線の観光スポットを周遊

会津若松駅より

お食事・お土産
（豆腐）

山菜取り体験
お食事（そば）

お食事（ケバブ）

三石神社

道の駅奥会津
かねやま

季の郷湯ら里

森林の分校
・ふざわ

大塩天然
炭酸水井戸



・只⾒川やブナ林の美しい景観と「温泉王国」
のブランドイメージの明確化
・ニーズの変化に対応した宿泊施設づくりの提案
(古⺠家等を活⽤)
・スポーツイベント等新たな需要の創出

≪観光宿泊需要の創出≫ ≪新たな滞在需要の掘り起こし≫ ≪地域活性化・雇用創出≫
・ICTインフラを整備したワークスペースによる
「職＋人」の誘致（サテライトオフィス）
・地域の古⺠家を活⽤

・道の駅と連携した「観光＋地域交流拠点」
づくりにより相乗効果を発揮
・六次産業化など地域の新たな魅⼒の開発
・地元企業の雇⽤創出

道の駅との相乗効果を発揮

来街者と地元住⺠の交流

古⺠家を活⽤した住まい＋オフイス

出典：総務省HP

企業産業

【地域】

観光・農業等

サテライトオフィスを活用した誘致

人材
支店・工場棟 子育て・社会活動

出典：総務省HP

⑦滞在施設・交流施設イメージ【古民家を活用した宿泊施設やサテライトオフィス等】

八町温泉「亀の湯」八町温泉「亀の湯」

東北風土マラソン東北風土マラソン

道の駅奥会津かねやま道の駅奥会津かねやま

赤かぼちゃ栽培赤かぼちゃ栽培
炭酸水炭酸水

道の駅奥会津かねやま方面道の駅奥会津かねやま方面


